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企画展 死と再生の物語
──中国古代の神話とデザイン──

2025.6.7 (sat) -7.27(sun)

同時開催「泉屋ビエンナーレSelection」

Thematic Exhibition Narrative of Death and Rebirth 
―Mythology and Design in Ancient China

ナラティヴ



《展覧会概要》

高度な文明が発達した中国古代では、すぐれた技術によってさまざまな文物がつくりだされ、そ

れらには現代の眼にも斬新で刺激的なデザインの数々がほどこされました。わたしたちの感覚から

はかけ離れているように思えるこうしたデザインは、いったいどのような思想のもとに生みだされ

てきたのでしょうか。

本展覧会では、泉屋博古館（京都東山・鹿ヶ谷）所蔵の青銅鏡の名品を中心として、中国古代の洗

練されたデザイン感覚、その背景となった神話や世界観をご紹介していきます。そのうえで本展覧

会では「動物／植物」「天文」「七夕」「神仙への憧れ」という主に４つの観点から、デザインの

背景を読み解いていき、さらには日本美術に与えた影響についてもご紹介します。

また同時開催として、2021 年・2023年に泉屋博古館で開催された「泉屋ビエンナーレ」から、選

りすぐりの4点をご紹介します。同展は現代鋳金作家に中国古代青銅器からインスピレーションを受

けた新作の制作を依頼したもので、中国古代青銅器と現代鋳金作家の時空を超えたコラボレーショ

ンをご覧いただきます。

《基本情報》

展覧会名     企画展 死と再生の物語(ナラティヴ）  ──中国古代の神話とデザイン──

同時開催「泉屋ビエンナーレSelection」

会 期 2025年6月7日(土)～7月27日(日) 

開館時間     11:00～18:00 ※金曜日は19:00まで開館 ※入館は閉館の30分前まで

休  館  日 月曜日、7/22（火）（7/21は開館）

入  館  料 一般1,200円(1,000円)、学生600円(500円)、18歳以下無料

 ※学生・18歳以下のかたは証明書のご呈示が必要です

※20名様以上の団体は( )内の割引料金

※障がい者手帳等ご呈示の方はご本人および同伴者１名まで無料

会        場 泉屋博古館東京

〒106-0032 東京都港区六本木1-5-1

https://sen-oku.or.jp/tokyo/

TEL:050-5541-8600(ハローダイヤル)

    主        催      公益財団法人泉屋博古館、日本経済新聞社

後        援   TOKYO MX、港区教育委員会

《本展のみどころ》

①世界屈指と称される住友コレクションの青銅器・青銅鏡から名品を選りすぐって公開。

中国古代のすぐれたデザイン感覚を心ゆくまでお楽しみいただけます。

②デザインの背景にある物語、神話を丁寧に解説し、

中国古代のデザインに秘められた謎にせまっていきます。

 はじめはとっつきにくかった中国美術も、背景知識とともに見ることで一気に親しみやすく！

③中国古代に生まれた物語・デザインが、日本美術に受け継がれる様にも注目！

   日本でもよく知られた七夕伝説も題材に取り上げ、季節感もありつつ、悠久の歴史を感じられる

構成となっています。夏休みの自由研究にもぜひ！

④展覧会の関連行事も充実。

 プラネタリウムとのコラボなど、これまでになかった新しい形で中国美術に親しむイベントを各種

 ご用意しています。近隣施設とも連携しながら、めずらしいテーマの展覧会を盛り上げていきます。

⑤京都本館のリニューアルにあわせ、新たな青銅器グッズも登場！

ほかでは手に入らないオリジナルグッズをゲットして、ぜひSNS等で発信してください。



《展示構成》

第Ⅰ章 天地つなぐ動物たち

鴟鴞尊
中国・殷（前13-前12世紀） 
重要美術品 泉屋博古館

鴟鴞尊 中国・前漢（前2-後1世紀） 
早稲田大学會津八一記念博物館

羽文盦 中国・前漢（前1世紀）
泉屋博古館

戈卣 中国・殷（前12-前11世紀）
泉屋博古館

鍍金酒樽 中国・前漢（前1世紀）
泉屋博古館

蟠螭文鏡 中国・秦（前3世紀）
泉屋博古館

中国古代の文物のデザインには、さまざまな動物たちが登場します。虎や象など、実在の動物から、

龍や鳳凰など空想上のものまで、そのすがたかたちもバリエーション豊かに描き出され、見る者の眼を

楽しませてくれます。

こうした文物上にあらわされた動物たちは、単に自然界の隣人というだけでなく、ある重要な役割が

与えられていたと考えられます。それは天と地をつなぐ媒介としての役割であり、それゆえに墓の副葬

品や死者をまつる場において、きわめて重要なモチーフとしてあつかわれていたのです。

中国皇帝の象徴としても知られる龍は、もともとはこの天地をつなぐ性質が重視されており、天に

昇って降雨の恵みをもたらしたり、天界へと昇っていく死者の魂を守護したりすることを願って、さま

ざまな文物のうえに表現されました。フクロウ・ミミズクをさすとされる鴟鴞も、おそらくは夜行性の

猛禽類という性質が注目され、死後の世界とかかわりの深いモチーフとしてあつかわれていました。

安寧な死後の世界に到達するためには、天に通ずることが必要とされた中国古代、そのシンボルとも

いえる動物たちを導き手に、デザインに込められた世界観を読み解いていきましょう。

鴟鴞は悪鳥？瑞鳥？
殷周時代の青銅器には動物型の器も多く見られるが、そのなかでも一際異彩を放っているのが鴟鴞（しきょう：フクロウ・ミミズク）の姿をかたどった酒器

ではないだろうか。そのかわいらしい見た目とは裏腹に、鴟鴞は中国では伝統的には「悪鳥」の代表例とされ、凶悪な鳥として忌み嫌われていた。しかし、そ

の姿をあらわした青銅器や、それを模したと思しき陶器が古代中国でつくられ、墓の副葬品として用いられていたのはなぜか？

おそらくは、フクロウ・ミミズクのもつ夜行性のも猛禽類という性質が注目され、闇夜に跋扈する邪霊から死者を守る役割が期待されていたのであろう。

また闇夜の住人でもあるがゆえに、死後の世界とも通ずる存在と考えられた可能性がある。漢代の画像石などには、おそらく死後の世界をあらわしたであ

ろう楼閣がよく描かれ、屋根の上には鳳凰のような瑞鳥が止まっているのだが、それが鴟鴞に置き換わっている例もある。

本来は鳳凰ともならぶ聖なる存在とされたらしき鴟鴞は、徐々にそのプラスのイメージが忘れられていき、古典文献ではもっぱら悪鳥として描写されるよ

うになったようだ。



第Ⅱ章 聖なる樹と山

草葉文鏡
中国・前漢（前2世紀） 
泉屋博古館

蟠螭樹木文鏡
中国・前漢（前2世紀）
泉屋博古館

《展示構成》

世界各地の神話では、世界の中心に生える巨大な樹木、あるいは険峻な山が、天と地をつないでいるという発想が

しばしば見られますが、中国古代にもそれを思わせるようなデザインが文物のなかに表現されています。

世界樹の思想に通ずるものとして知られているのが、いわゆる扶桑の樹をめぐる伝説です。扶桑は東方のかなたに

生ずる巨樹で、中国古代では10個存在すると考えられた太陽は、この扶桑の樹から順に天に昇っていき、そして戻っ

てくると考えられていました。西方のかなたには、大地の中心とされる崑崙山がそびえ立ち、死者の魂はここを昇っ

ていくことによって、天界へと通ずることができると信じられていました。

こうした扶桑や崑崙山をあらわしたとされる文様は、画像石や鏡などの文物に見ることができます。特に画像石は

死者をまつる場を飾るためのものであり、そうした場にこのような文様があらわされていたのは、天に通ずるという

発想とも関係しつつ、まさに死と再生を象徴するモチーフとしてとらえられていたためでしょう。

この章では聖なる樹と山に着目し、中国古代の人々がつくりあげた独創的な世界観の一端をうかがいます。

第Ⅲ章 鏡に映る宇宙

日中に天を見上げれば、太陽が燦々と輝き、夜に

天を見上げれば、星々が瞬いて月は静かに大地を照

らします。こうした天文に関する知識は、生活のリ

ズムをつくりあげる暦のうえで不可欠であるばかり

でなく、中国古代の人々にとっては、世界で起こる

さまざまな出来事を前もって知るための技術でもあ

りました。こうした性質は、その出現がよい出来事

の前触れとされた獣たち──瑞獣──と関連しつつ、

デザイン上にも表現されるようになります。

いまわれわれがよく知る星座は西洋で生み出され

たものですが、中国古代では、これとはかなり異な

る星座が考えられていました。「淳祐天文図」は南

宋時代の石碑の拓本ながら、中国古代の天文をいま

に伝えています。漢代に流行した「方格規矩四神

鏡」には、天地の象徴であるTLV字とともに、東西

南北の方角に四神──青龍・白虎・玄武・朱雀──

の文様が配され、一面の鏡のなかに中国古代の宇宙

観を凝縮したデザインを示しています。

太陽や月、星々は日夜あらわれては姿を消し、そ

してふたたび変わらぬ姿で出現します。規則的な運

動を繰り返すそのあり方は、死と再生を体現するも

のとして人々の心をとらえ、デザイン上にも特別な

意味をもって表現されたのでしょう。本章ではこう

した天文とデザインの密接な関係について詳しく見

ていきます。

淳祐天文図
中国・南宋淳祐7年（1247） 
コスモプラネタリウム渋谷

尾竹竹坡《寿老人図》
日本・明治（20世紀）
泉屋博古館東京

《武氏祠画像石（前石室第三石）》
中国・前漢（前2世紀）
早稲田大学會津八一記念博物館



神人龍虎画像鏡
中国・後漢（2世紀）
泉屋博古館

円山応震《西王母図》
日本・江戸（19世紀）
泉屋博古館

第Ⅳ章 西王母と七夕

第Ⅲ章 鏡に映る宇宙

重列神獣鏡
中国・後漢（2世紀）
泉屋博古館

月兎八稜鏡
中国・唐（8世紀）
泉屋博古館

方格規矩四神鏡
中国・前漢末（前1世紀-後1世紀）
泉屋博古館

《展示構成》

上島鳳山
《十二ヶ月美人》のうち
《七月 七夕》
日本・明治42年（1909）
泉屋博古館東京

西王母は崑崙山に住まうとされた仙女で、もともとは半人半獣の恐ろしい姿として文献に登場しますが、漢代で

は美しい女性の姿で画像石や鏡の文様に描かれるようになり、近世絵画においても吉祥の画題として好んで描かれ

ました。

西王母は不死の仙薬をもつとされ、その仙薬を兎たちが搗く図像は画像石などにもあらわされています。しかし

一方で、西王母は死や疫病をつかさどる危険な神としての性格もあったと考えられており、元来は二面性をあわせ

もつ女神であった可能性があります。

その西王母と関連しつつ展開されるのが牽牛・織女の物語であり、ふたりが7月7日にのみ会うことができるとい

う七夕の伝説は、日本でもよく知られています。しかし、それは単なる恋愛物語をあらわすだけではなく、その背

後には農耕儀礼にもとづく中国古代の信仰や、死と再生をめぐるシンボリズムがそこに含意されていました。

西王母と七夕、中国古代で生み出された物語がデザインとしてあらわされ、それが日本美術のなかにも受け継が

れていく過程について、さまざまな美術品とともに迫っていきます。

上島鳳山
《十二ヶ月美人》のうち
《八月 嫦娥》
日本・明治42年（1909）
泉屋博古館東京

鏡背のプラネタリウム
漢代に流行した鏡のなかに、方格規矩四神鏡（ほうかくきくししんきょう）とよばれるものがある。鏡に紐を通すための孔である鈕（ちゅう）のまわりに方格（ほう

かく）をめぐらし、その四方からはT 字が生える。さらにその周囲には種々の動物文様が飾られるが、それらとともにV 字と逆L 字の文様も入る。

このTLV 字は一般に規矩文（きくもん）とよばれている。規はコンパス、矩はさしがねの意。転じてルールや決まりを意味するようになった。コンパスとさし

がねがあれば、あらゆる図形を描くことができ、この世に秩序をもたらすことができるためである。鏡のみならず、中国古代の双六にもこの文様が天地の象

徴として用いられている。

この規矩文とともにあらわされた青龍・白虎・玄武・朱雀のいわゆる四神は、方角の守神としても知られるが、中国古代の星座でもあった。現在のさそり座

が龍の星座、そしてオリオン座が白虎の星座とされる。それらが東西南北の位置に正しく配置され、太陽や月とともに規則的に運行している様子をあらわし

ている。まさに中国古代のプラネタリウムのような文様には、当時の人々の抱いていた宇宙観が表現されていた。



現代鋳金作家×中国古代青銅器

住友コレクションの中核をなす中国古代青銅器は、融かした金属を鋳型に流し込む技法によって創られた独特な造

形美が魅力です。中国古代の高度な鋳造技術から生まれた器の複雑な形と、表面を埋め尽くす緻密で独創性に溢れる

文様は、近代にいたるまで金属工芸の範とされ、その創作に大きな影響を与えてきました。また金属はその希少性は

もちろんのこと、独特の輝きや色、あるいは堅牢性といった物質の特徴があり、作家は素材の性質を最大限に生かす

ことによって豊かな造形を切り拓いてきました。

2021年、2023年に泉屋博古館（京都・鹿ケ谷）で開催された「泉屋ビエンナーレ Re-sonationひびきあう聲」で

は、新たな試みとして現代の鋳金芸術の第一線で活躍する作家を招待し、当館が所蔵する約3000年前の中国古代青銅

器から受けたインスピレーションをもとに制作された作品を紹介しました。本展は、はるか古代から連綿とつづく鋳

金技術の現在地とその可能性を、過去2回のビエンナーレに出品された4点からご紹介します。古代青銅器が持つ普遍

的な造形性と、金属という素材あるいは鋳金の技術に託された作家の感性の交わりから生まれた鋳金芸術の可能性を

ご覧いただきます。

佐治真理子《きいてみたいこと ～Who are you？～》
2021年 泉屋博古館蔵

同時開催「泉屋ビエンナーレSelection」

重要文化財
画文帯同向式神獣鏡
中国・後漢末～三国（3世紀） 
泉屋博古館

細線獣帯鏡
中国・前漢（前2世紀）
泉屋博古館

第Ⅴ章 神仙へのあこがれ、そして日本へ

重要文化財
三角縁四神四獣鏡
中国・三国（3世紀） 
泉屋博古館

重要文化財
四獣形鏡   
日本・古墳中期（5世紀） 
泉屋博古館

久野彩子《time capsule》
2023年 泉屋博古館蔵

《展示構成》（予定）

前漢末期、民間では西王母への信仰が爆発的に流行したことが歴史書に記録されています。たび重なる政変や戦乱

によって、旧来の社会秩序が失われていくなか、人々は心のよりどころとなる救いを求めて、西王母という女神にす

がろうとしたのかもしれません。

そうした動きと呼応するかのように、後漢時代には神仙の姿を文様にあらわした鏡である神獣鏡が流行するように

なります。西王母と、それに対置される男神である東王公（東王父）、あるいは伝説上の琴の名手である伯牙や、そ

のよき理解者である鍾子期など、神話に登場するさまざまな神仙が、その世界観にもとづいて鏡背面を飾っています。

そうした神獣鏡は、やがて日本列島にももたらされることとなりました。『魏志倭人伝』に記された卑弥呼による

魏への遣使と関連づけられる三角縁神獣鏡は、古墳から出土する鏡として夙に知られています。そうしたなか、中国

鏡を模倣した国産の鏡もつくられるようになり、それらもまた有力者の権威を象徴するアイテムとして重視されるよ

うになります。

最後の章では、神仙思想と関連の深い神獣鏡と、その古代日本への影響を取り上げ、中国古代の神話とデザインの

広がりをご紹介していきます。



《お問い合わせ先》

泉屋博古館東京

    展覧会担当：山本 堯（泉屋博古館学芸員）、椎野晃史（泉屋博古館東京 主任学芸員）

広報担当：橋本旦子

TEL: 03-3584-8136 FAX: 03-3584-8137 E-mail : pr-tokyo@sen-oku.or.jp

１ クロストーク「中国古代の神話と星座」

［日 時］6月15日（日） 14：00～15：30

［定 員］50名（予約制＊受付終了）

［講 師］北里麻実氏（港区立みなと科学館プラネタリウム解説員）、山本堯（泉屋博古館学芸員）

［協 力］港区立みなと科学館

２ 「古鏡の世界に触れる──オブジェクト・ベースト・ラーニングwith KeMCo」

［日 時］6月24日（火）18:30～20:00

［定 員］20名（予約制＊受付終了）

［会 場］慶應義塾ミュージアム・コモンズ（KeMCo）5階実習室

東京都港区三田2-15-45

［講 師］渡部葉子氏（慶應義塾大学アート・センター教授・キュレーター／

慶應義塾ミュージアム・コモンズ副機構長）、

本間友氏（慶應義塾ミュージアム・コモンズ准教授/ 慶應義塾大学アート・センター所員）、

山本堯（泉屋博古館学芸員）

［内 容］オブジェクト・ベースト・ラーニング（OBL）は参加者が作品を実際に手にとり、

参加者同士が対話をしながら、作品に対する理解を深めるイベントです。

このイベントでは慶應義塾ミュージアム・コモンズ（KeMCo）の協力のもと、

センチュリー赤尾コレクションの古鏡の実物を使用します。

［協 力］慶應義塾ミュージアム・コモンズ（KeMCo）

３ 記念講演会「天の河を渡ること──牽牛・織女神話の意味」

［日 時］7月6日（日）14：00～15：30

［定 員］50名（予約制＊受付終了）

［講 師］小南一郎（泉屋博古館名誉館長）

４〈アートwith〉レクチャー「包み・運び・飾る──美術品輸送の世界（仮）」

［日 時］7月11日（金）17：30～18：30

［定 員］50名（ウェブ予約制、先着順）

［講 師］日本通運株式会社 関東美術品支店作業員

5 スライドトーク

［日 時］7月5日・19日（各土） 各14：00～15：00

［講 師］山本堯（泉屋博古館学芸員）

《会期中のイベント》
※館内での実施イベントは全て当日の観覧券が必要になります

※予約制プログラムは5月23日(金)正午よりホームページにて受付開始予定（先着順）

mailto:pr-tokyo@sen-oku.or.jp


重要美術品
《鴟鴞尊》
中国・殷
(前13-前12世紀)
泉屋博古館

《鴟鴞尊》中国・前漢
（前2-後1世紀） 
早稲田大学會津八一
記念博物館

《戈卣》中国・殷
(前12-前11世紀)
泉屋博古館

《蟠螭樹木文鏡》
  中国・前漢
（前2世紀）
  泉屋博古館

《方格規矩四神鏡》
 中国・前漢末
(前1世紀-後1世紀)
泉屋博古館

《月兎八稜鏡》
 中国・唐（8世紀）
 泉屋博古館

重要文化財
《画文帯同向式神獣鏡》
 中国・後漢末～三国
（3世紀）
 泉屋博古館

重要文化財
《三角縁四神四獣鏡》
 中国・三国（3世紀）
ｓ  
泉屋博古館

上島鳳山
《十二ヶ月美人》のうち《七月 七夕》
日本・明治42年（1909）泉屋博古館東京

上島鳳山
《十二ヶ月美人》のうち《八月 嫦娥》
日本・明治42年（1909）泉屋博古館東京

尾竹竹坡《寿老人図》
日本・明治(20世紀) 泉屋博古館東京

佐治真理子
《きいてみたいこと 
～Who are you？～》
2021年
泉屋博古館蔵

久野彩子
《time capsule》
2023年
泉屋博古館蔵

《貸出可能画像・キャプション一覧》
部分図掲載の際は、作品名の後に（部分）等
付記くださいますようお願いいたします

画像ダウンロード（ARTPR）

 URL：https://www.artpr.jp/senoku-tokyo/mythology-and-design-in-ancient-china

QRコードはこちら▷▷

（部分）
（部分） （部分）
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